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⑥平和都市宣言
（60.12.3）

世界の恒久平和は、人類共通の願いである。
しかしながら、今日なお世界の動きは、核戦争の危機をは

らみ、鍼に褒願にたえない。
わが国は唯一の被爆国として、核兵器の恐ろしさと、被爆

者の苦しみを全世界の人々 に訴え、再び広島．長崎の惨禍を
繰り返してはならない。
我孫子市は市民の生命と安全を守るため、いかなる国のい

かなる核兵器に対しても‘その廃絶を求め、ここに平和都市
を宣言する。
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あなたは、申告をする必要があるのでしょうか
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我孫子市へ申告|泌要ありません。
市･県民税は1月1噸鋸住の
市区耐役場､所繩I漸轄の税
務署へ申告しましょう。
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成10年1月旧現在
市に住んでいまし

層の家朧の税金上

養になっています力
平成9年中に
収入がありましたか

２
月
拓
日
か
ら

３
月
栂
目
ま
で

２
月
稻
日
官
）
か
ら
３
月
お
日
（
月
）
ま
で
は
、
確
定
申
告
の

期
間
で
す
。
今
回
は
、
平
成
９
年
の
１
月
か
ら
恒
月
ま
で
の

所
得
に
つ
い
て
申
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
申
告
会
場
は
混

雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
を
し
ま

し
ょ
う
。
今
号
で
は
、
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
皇

申
告
に
必
要
な
も
の
、
申
告
日
程
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
Ⅱ
柏
税
務
署
・
市
役
所
課
税
課
Ⅱ

はい
税務署へ確定申告
をしますか

市･県民税申告の
必要はありません

今いいえ
一収入は給与でした力

市･県民税申告の
必要があります 申告害は自分で記入し郵送で サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
還
付
申
告
は
今
す
ぐ

所
得
税
の
確
定
申
告
は
ご
自
分

で
平
成
９
年
中
の
所
得
金
額
と
税

額
を
計
算
し
て
、
税
務
署
へ
申
告

書
を
提
出
し
、
納
税
を
す
る
（
還

付
を
受
け
る
）
制
度
で
す
。

ご
自
分
が
確
定
申
告
を
し
な
く

て
は
い
け
な
い
の
か
、
市
・
県
民

税
の
申
告
が
必
要
か
な
ど
に
つ
い

て
は
、
左
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
期
間
中
は
窓
口
が

混
雑
し
、
特
に
申
告
期
間
が
終
わ

り
に
近
づ
き
ま
す
と
大
変
込
み
合

い
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
き
れ

る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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確
定
申
告
は

柏
税
務
署
へ

4
いいえ

1月旧現繊給与の支
払いを受けています力、
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鵜脚ﾄ叩入(年金・
調等)がありました力、 |蕊雛繍繍叫
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諾割鴨出されていますか一
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市
・
県
民
税
は
、
一
般
に
住
民

税
と
呼
ば
れ
て
い
る
地
方
税
で
、

市
が
税
額
を
計
算
し
、
勤
務
先
を

ま
た
、
税
務
署
で
の
相
談
時
間

は
申
告
カ
レ
ン
ダ
ー
の
と
お
り
で

す
が
、
受
け
付
け
は
こ
れ
よ
り
も

早
く
終
了
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
き
い
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

還
付
申
告
は
今
す
ぐ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
住
宅
取
得
等

特
別
控
除
・
医
療
饗
控
除
な
ど
の

還
付
申
告
は
、
確
定
申
告
期
間
前

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
確
定

申
告
期
間
中
の
混
雑
を
避
け
る
た

め
に
、
今
す
ぐ
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

必
要
書
類
等
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
税
務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
き
い
。

市
・
県
民
税
の

申
告
は
市
役
所
へ

申告カレンダー一
一 一

一

国 時 場所 内 容

2/116～3/116

9:00～12:00

13:00～17:00

所得税全般の申告を受け付け柏税務署

左記の会場で申告相談できるもの

◎市・県民税の申告

◎所得税確定申告のうち、次の申告

＊収入が給与収入（2千万円以下）

のみで年末調整が済んでいない方

＊給与収入・年金収入と農業所得
（標準計算）のみの方

＊年金収入のみの方

＊上記の申告の方で、医療費控除

（計算済み）の還付申告

下記の申告は柏税務署へ

＊営業所得、不動産所得、収支計算
の農業所得

＊生命保険の外交員や文筆業など、
その他の事業所得

＊土地・建物・株式等の売却、退職

金などによる分離申告

＊原稿料、出演料などの雑所得

＊青色申告、過年度分の申告

＊準確定申告、平均課税申告

＊外国税額控除、給与所得者の特定
支出控除などの申告

＊住宅取得等特別控除、医療饗控除

などすべての所得税還付申告

2/16～3/16

9:00～12:00

13:00～16:00

市民弓会館
｜

I

◎
印
鑑

◎
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
（
原

本
）
ま
た
は
給
与
明
細
書

◎
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

◎
収
入
や
必
要
経
費
の
わ
か
る
帳

簿
、
領
収
書

◎
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
の

控
除
証
明
書

通
じ
て
、
ま
た
は
直
接
ご
本
人
に

通
知
し
納
税
し
て
い
た
だ
く
制
度

で
す
。市

が
適
正
な
課
税
を
行
う
た
め

に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
前
年

中
の
所
得
の
申
告
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
市
・
県
民
税
証
明
書
発

行
や
、
国
民
健
康
保
険
税
計
算
の

た
め
の
資
料
と
し
て
も
必
要
で
す

か
ら
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
も
の

2/23

9:30～12:00

13:00～16:00

隣
一

近
夕

一
戸
ン

帳
セ

2/24

9:30～12:00

13:00～16:00 ’布佐南近隣
センター

①
提
出
す
る
申
告
書
は
送
付
さ
れ

た
用
紙
、
鎧
誓
れ
た
用
紙
で

税
務
署
や
市
か
ら
送
付
さ
れ
た

用
紙
に
は
、
事
務
処
理
上
必
要
な

項
目
が
印
字
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

万
一
書
き
損
じ
て
別
の
用
紙
を
使

用
す
る
場
合
は
、
印
字
き
れ
て
い

る
項
目
を
書
き
写
す
よ
う
に
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
に
今
年
か
ら
、
東
京
都
・
千

葉
県
な
ど
東
京
国
税
局
管
内
の
税

務
署
で
は
、
新
し
い
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
伴
い
、
申

告
用
紙
の
一
部
が
変
更
き
れ
ま
す
。

申
告
書
等
を
提
出
さ
れ
る
場
合

◎
国
民
健
康
保
険
税
、
国
民
年
金

保
険
料
の
領
収
書
等

◎
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合

は
本
人
の
銀
行
口
座
番
号

2/25

9:30～12:00

13:00～16:00

隣
一

近
夕

木
ン

新
セ

2/26

9:30～12:00

13:00～16:00

湖訓上地区

公民館

2/27

9:30～12:00

13:00～16:00

3

湖北台市民
センターこ

の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

は
送
付
さ
れ
た
用
紙
、
ま
た
は
提

出
先
の
税
務
署
指
定
の
用
紙
を
お

使
い
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
用
紙
が
必
要
な
方

は
税
務
署
、
市
役
所
課
税
課
、
市

内
各
支
所
・
行
政
連
絡
所
、
近
隣

セ
ン
タ
ー
、
市
民
プ
ラ
ザ
に
あ
り

ま
す
。
（
た
だ
し
、
市
で
の
配
布
枚

数
に
は
か
ぎ
り
が
あ
り
ま
す
の
で

お
早
め
に
）

②
誠
渡
所
得
な
ど
の
申
告
は
、
市

役
所
で
は
で
き
ま
せ
ん

市
民
会
館
や
出
張
申
告
会
場
で

は
市
・
県
民
税
の
申
告
と
、
還
付

申
告
な
ど
確
定
申
告
の
ご
く
簡
易

な
も
の
を
受
け
付
け
ま
す
（
申
告

カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
）
。

土
地
・
建
物
の
売
却
に
よ
る
談

問い合わせ
◎柏税務署云(46)2321
〒277－8522

柏市あけぼの2の1の30

．市役所課税課容(85)1111
〒270-1192

我孫子市我孫子1858

▼柏柵諜内図柏駅西口から徒歩約10分

'2/24~2/27
9:30～12:00

13:00～15:30

柏税務署職員による出張申告相談

市民会津

2/24～3/2

9:30～12:00

13:00～15:30

市内税理士による無料申告相談

渡
所
得
や
、
事
業
・
不
動
産
所
得

な
ど
の
申
告
は
税
務
署
で
お
願
い

し
ま
す
。

③
申
告
書
の
記
入
は
ご
自
分
で
・

提
出
は
郵
送
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

所
得
税
、
市
・
県
民
税
の
申
告

書
は
ご
自
分
で
記
入
す
る
こ
と
が

原
則
で
す
。
申
告
瞥
の
書
き
方
な

ど
を
参
考
に
、
ご
自
分
で
作
成
し

ま
し
ょ
う
。

記
入
済
み
の
申
告
書
は
、
郵
送

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
窓
口

は
混
雑
し
ま
す
の
で
、
郵
送
に
よ

る
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
所
得
税
申
告
用
紙
の
控

え
が
必
要
な
方
は
、
控
え
と
返
信

用
の
封
筒
、
切
手
を
同
封
し
、
柏

税
務
署
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※申告期間中、市での申告書の収受は、記入済みの

もののみを上記日時の会場に限りお預かりします。

※施設によって開館時間、相談時間が異なります。

早朝 からの順番待ちは近隣の方の迷惑となり ま す

ので、受付時間をお守りください。

※車による申告会場への来場は、ご遠慮ください。

※土曜。日曜日はお 休み です 。’’ ノ

あ た たかみのある地域福祉の 創造に向けて

注
意
事
項
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’ 職
場
の
健
康
保
険
や
共
済
組
合

保
険
な
ど
に
入
っ
て
い
る
方
と
、

そ
の
扶
養
家
族
に
な
っ
て
い
る
方

以
外
は
、
す
べ
て
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

私
た
ち
は
、
毎
日
を
健
康
に
暮

ら
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
け

れ
ど
も
、
い
つ
ど
ん
な
と
き
に
病

気
や
ケ
ガ
を
す
る
か
は
予
測
で
き

ま
せ
ん
。
国
民
健
康
保
険
は
「
も

し
も
」
の
場
合
に
術
え
て
、
日
頃

か
ら
保
険
税
を
出
し
合
い
、
安
心

し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

相
互
扶
助
の
精
神
か
ら
生
ま
れ
た

共
済
制
度
で
す
。

適
切
な
医
療
を
受
け
ら
れ
、
し

か
も
医
療
饗
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、

私
た
ち
が
健
康
で
明
る
い
生
活
を

送
る
た
め
の
、
か
け
が
え
の
な
い

制
度
で
す
。

｜

’ ’ 国
民
健
康
保
険

に
加
入
す
る
方

国
民
健
康
保
険
の
届
け
出
は
お
忘
れ
な
く

〆~、

異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
す
み
や
か
に

|，
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
方

が
国
保
に
該
当
し
ま
す

◎
自
営
業
や
腱
業
な
ど
を
個
人
で

営
ん
で
い
る
方

◎
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で

収
入
が
あ
る
た
め
に
扶
養
家
族
に

な
れ
ず
、
ま
た
、
職
場
の
健
康
保

険
に
も
入
っ
て
い
な
い
方

◎
定
年
な
ど
で
会
社
を
退
職
し
、

職
場
の
健
康
保
険
（
任
意
継
続
を

含
む
）
か
ら
ぬ
け
た
方

◎
外
国
人
登
録
を
し
て
い
て
、
日

本
に
１
年
以
上
滞
在
す
る
方

◎
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た

方

加
入
は
市
町
村
ご

と
に
世
帯
単
位
で

国
保
は
市
町
村
が
運
営
し
て
い

ま
す
の
で
、
市
内
在
住
の
方
は
我

孫
子
市
で
加
入
手
続
き
を
し
て
く

だ
き
い
。

！
国
保
は
家
族
一
人
ひ
と
り
が
被

保
険
者
に
な
り
ま
す
が
、
加
入
の

手
続
き
は
世
帯
ご
と
に
世
帯
主
が

行
い
ま
す
。
被
保
険
者
証
（
保
険

証
）
は
世
帯
で
１
枚
が
交
付
ざ
れ

保
険
税
は
世
帯
ご
と
に
納
め
ま
す
。

◎
科
目
経
理
事
務
科
塞
礎
か
月
四
日
宋
）
・
加
日
釜
両
日
と
も
②
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
）

ら
簿
記
検
定
３
級
程
度
お
よ
び
パ
午
前
９
時
調
分
か
ら
午
後
３
時
釦
③
科
目
履
修
生
（
半
年
間
在
墓

ソ
コ
ン
会
計
）
分
ま
で
に
、
本
人
が
印
鑑
と
ハ
ガ
▼
受
付
期
間
２
月
巧
日
（
且

▽
日
時
４
月
過
日
か
ら
６
月
、
キ
を
持
参
の
う
え
、
松
戸
市
女
性
▼
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
ハ

日
の
空
日
間
（
お
お
む
ね
月
．
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
垂
０
４
７
ガ
キ
ま
た
は
電
話
で
〒
２
６
１
１

水
・
金
曜
且
午
前
９
時
犯
分
か
（
３
６
４
）
８
７
７
８
へ
８
５
８
６
干
葉
市
美
浜
区
若
葉
２

医
療
費
の自

己
負
担

講善 髪
国
保
の
場
合
、
医
療
饗
の
３
割

一
一
一
一

拳 を蟇

女性就業技術講習会

（
学
生
は
除
く
）
、
犯
人
（
た
だ
し
、
る
大
学
で
す
。
醒
歳
以
上
の
方
な

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
ら
ど
な
た
で
も
入
学
で
き
ま
す
の

※
子
ど
も
同
伴
で
の
受
講
は
不
可
で
、
あ
な
た
も
新
し
い
分
野
に
つ

▽
受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

な
ど
に
１
万
円
程
度
の
実
堂
マ
募
集
学
生
①
全
科
履
修
生

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
３
（
大
学
卒
業
を
め
ざ
す
学
生
）

ら
午
後
３
時
犯
分

平
成
加
年
度
聿
１
学
朝
茸
月
授
業
開
始
）

▽
場
所
松
戸
市
女
性
セ
ン
タ
ー

ゅ
ぅ
壼
三
松
一
霊
口
下
事
放
送
大
学
学
生
募
集

徒
歩
５
分
）

▼
対
象
・
定
員
技
術
や
資
格
を

身
に
つ
け
、
就
職
を
希
望
す
る
女
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
の
皿
放
送
大
学
本
部
垂
０
４
３

性
で
、
全
日
程
参
加
で
き
る
方
オ
を
通
じ
て
、
自
宅
で
学
習
で
き
（
２
７
６
）
５
１
１
１
へ

が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
（
退
職

者
医
療
制
度
に
該
当
す
る
方
を
除

く
）
。
ま
た
、
通
院
に
よ
り
投
薬
を

受
け
る
方
は
、
薬
剤
の
種
類
な
ど

に
よ
る
一
部
負
担
や
、
入
院
の
際

に
食
事
療
養
饗
と
し
て
の
自
己
負

担
が
あ
り
ま
す
。

自
己
負
担
額
が
、
１
カ
月
間
に

一
定
額
を
超
え
た
場
合
に
は
、
高

額
療
養
饗
と
し
て
後
で
払
い
戻
し

（
食
事
療
養
饗
等
を
除
く
）
が
あ
る

ほ
か
、
被
保
険
者
に
子
供
が
生
ま

れ
た
と
き
は
出
産
育
児
一
時
金
な

ど
の
支
給
が
あ
り
ま
す
。

世
帯
主
は
、
家
族
に
被
保
険
者

と
し
て
の
資
格
に
異
動
が
あ
っ
た

と
き
は
、
畔
日
以
内
に
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
（
左
表
参
悪

届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
次
の
よ

う
な
こ
と
が
発
生
し
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
き
い
。

＊
医
療
識
が
全
額
、
自
己
負
担
に

異
動
が
あ
っ
た
と

き
は
届
け
出
を

な
る

＊
未
加
入
期
間
の
保
険
税
を
さ
か

の
ぼ
っ
て
、
一
度
に
請
求
き
れ
る

＊
資
格
を
失
っ
た
保
険
証
で
治
療

を
受
け
た
と
き
は
、
後
で
保
険
者

負
担
分
の
支
払
い
を
求
め
ら
れ
る
。

な
お
、
職
場
の
健
康
保
険
や
、

そ
の
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
方
が
、

そ
の
ま
ま
無
保
険
の
状
態
に
な
っ

て
い
る
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
の
で
、
必
ず
国
保
の
加
入
手
続

き
を
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
給

付
係
冥
芭
１
１
１
１
内
線
３
２
４
，

３
２
５
，
３
９
２

|’
老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
制
度

は
、
加
歳
以
上
（
ね
た
き
り
な
ど

の
方
は
命
歳
以
上
）
の
方
で
い
ず

れ
か
の
医
療
保
険
（
国
民
健
康
保

険
・
職
場
の
健
康
保
険
・
共
済
組

合
な
ど
）
に
加
入
し
て
い
る
方
が
、

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
に
適

用
き
れ
る
医
療
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
る
と
、

現
在
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の

資
格
は
そ
の
ま
ま
で
、
老
人
保
健

法
に
よ
る
医
療
給
付
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

資
格
は
、
沌
歳
の
誕
生
日
の
属

す
る
月
の
翌
月
（
ね
た
き
り
な
ど

の
方
は
認
定
を
受
け
た
月
の
翌
且

▼表1．資格の取得と手続きの方法 資
格
の
取
得
と
手
続
き

老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
制
度
と
は

’

I
’

か
ら
適
用
（
た
だ
し
、
誕
生
日
が

月
の
初
日
の
方
は
そ
の
月
か
ら
）

さ
れ
ま
す
。
査
格
の
取
得
と
手
続

き
方
法
は
、
表
１
の
と
お
り
で
す
。

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

高
齢
者
福
祉
課
へ
資
格
取
得
の

届
け
出
を
す
る
と
、
健
康
手
帳
と

医
療
受
給
者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

受
診
す
る
と
き
は
、
健
康
手
帳
、

医
療
受
給
者
証
、
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
の
保
険
証
を
医
療
機
関

の
窓
口
へ
提
示
し
て
く
だ
き
い
。

病
気
や
ケ
ガ
で
お
医
者
さ
ん
に

か
か
る
と
き
は
、
一
つ
の
医
療
機

関
に
つ
き
、
表
２
の
一
部
負
担
金

を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
通
院
に
よ
り
投
薬
を
受

窓口で支払う一部負担金害
を
受
け
た
場
合
で
も
、
老
人
保

健
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
警
察
に
届
け
る
と
同
時
に
、

高
齢
者
福
祉
課
の
窓
口
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
、
市
が
医
療
機
関
に

医
療
饗
を
一
時
立
て
替
え
て
支
払

い
ま
す
が
、
後
日
、
加
害
者
に
請

求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
高
齢
者
福
祉
課

保
健
塞
索
係
雪
逗
１
１
１
１
内
線

３
１
３

た
基
準
額
で
払
い
戻
し
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

①
医
師
が
、
治
療
上
必
要
で
あ
る

と
認
め
た
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
補

装
具
代
②
急
病
で
や
む
を
得
ず

医
療
受
給
者
証
を
持
た
ず
に
治
療

を
受
け
た
と
き
の
治
療
費
③
医

師
が
、
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
マ

ッ
サ
ー
ジ
・
あ
ん
ま
等
の
施
術
代

④
輸
血
し
た
と
き
の
生
血
代

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き

後
か
ら
払
い
戻
さ
れ
る
も
の

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か
ら
傷

次
の
よ
う
な
場
合
、
定
め
ら
れ

’
‘I

競争入札参加資格の

追加申請を受け付けます

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
次
の

と
お
り
「
競
争
入
札
参
加
査
格

審
査
申
請
醤
」
を
提
出
し
て
く

だ
き
い
。

な
お
、
今
回
の
受
け
付
け
は

中
間
（
追
加
）
申
請
の
た
め
、

平
成
９
年
に
提
出
し
た
方
は
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
申
請
書
の
販
売
指
定
様
式

を
２
月
３
日
（
火
）
か
ら
２
月
過
日

（
金
）
ま
で
（
土
・
日
曜
日
・

祝
日
を
除
く
）
、
市
役
所
西
別

館
３
階
管
財
課
に
て
１
部
１
０

０
０
円
（
消
蛮
税
を
含
む
）

▼
申
請
申
し
込
み
郵
送
で
２

月
零
日
（
月
・
必
着
）
ま
で
に

平
成
、
年
度
に
市
が
発
注
す
我
孫
子
郵
便
局
（
局
留
め
）
へ

る
工
事
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
▽
問
い
合
わ
せ
管
財
課
契
約

物
品
、
委
託
等
の
競
争
入
札
に
係
雲
西
３
０
０
０
（
直
連

－
１
１
１
１
１
１
０
■
■
１
０
■
■
０
１
日
０
１
日
■
■
日
０
０
‐

こんなときは必ず14日以内に届け出を

< こ ん な と き 〉 〈 持 参 す る も の 〉

国
保
に
は
い
る
と
き

国
保
を
や
め
る
と
き

そ
の
他

O手続き窓口＊転出・転入･住所などの変更…国保年金課､各支所
＊被保険者証の再発行､外国人の加入･脱退…国保年金課

※国保に加入するとき、すでに同一世帯で唾|保の被保険者証を持って
いる場合は､必ず被保険者証をお持ちください。

我孫子市に転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき

子どもが生まれたとき

生活保護を受けなくなったとき

外国人が加入するとき

我孫子市外へ転出するとき

職場の健康保険にはいったとき

職場の健康保険の被扶養者にな
ったとき

死亡したとき

生活保護を受けるようになった
とき

外国人が国保をやめるとき

世帯主・氏名がかわったとき、
市内で転居したとき

修学などで他市町村に居住する
とき（住民票を移す場合）
修学のため他地区に
方が親元に帰ってき

住んでいた
たとき

長期旅行などで世帯と別の被保
|脆者証がほしいとき

長期旅行などで交付を受けた個
別の被保険者証を返還するとき

被保険者証をなくしたとき

退職者医療制度に該当したとき

退職者医療制度に該当しなくな
ったとき

印鑑

印鑑､職場の健康保険を
やめた証明書

印鑑､被保険者証、世帯
主の預金通I限

印鑑､保護廃止決定通知
書

外国人登録証明書

印鑑､被保険者証

印鑑、国保の被保険者証
と職場の被保険者証

印鑑､被保険者証､葬祭
を行った方の預金通帳

印鑑､被保険者証､保護
開始決定通知書

被保険者証､外国人登録
証明書

印鑑､被保険者証

印鑑､被保険者証、在学
証明書、転出届

印鑑､世＃
個別の蝿

印鑑被保険者証

印鑑､世帯の1
と個別の被保I

印鑑､本人を証明するも
の（運転免許証など）

印鑑､年金証書､被保険
者証

印鑑､被保険者証

;の被保険者証と
識者証､転入届

保険者証
二睡
白

天
王
台
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員

の
改
選
に
よ
る
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
率
の
で
、
土
地
区
画
整
理
法
施
行
令
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
・
祝

年
法
律
第
１
１
９
号
）
第
尭
条
館
和
知
年
政
令
第
幻
量
第
加
条
日
も
行
い
ま
す
）

第
１
項
の
規
定
に
よ
る
我
孫
子
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
る
選
挙
人
▽
縦
覧
場
所
市
役
所
東
別
館

市
都
市
計
画
天
王
台
土
地
区
画
名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
１
階
区
画
整
理
課

整
理
審
識
会
の
委
員
の
選
挙
期
▼
縦
覧
期
間
２
月
４
日
（
水
）
か
▽
問
い
合
わ
せ
区
画
整
理
課

日
を
３
月
四
日
と
定
め
ま
し
た
ら
２
月
幻
日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら
雲
亜
１
１
１
１
内
線
５
５
５

こんなときに
は届け出を

70歳になったとき

転入したとき

転出するとき

死亡したとき

転居したとき

医療保険が変わっ
たとき・喪失した
とき

65歳以上でねたき
りなどになったと
き

必要なもの

印鑑、被保険者証、
受給資格取得届瞥

印鑑、被保険者証

印鑑､健康手帳、
医療受給者証

印鑑､被保険者証、
健康手帳、医療受
給者証

印鑑､被保険者証、
身体障害者手帳・国
民年金証書･診断智
のいずれかの嘗類

いつまでに

すみやかに（70歳に
到達する月の初めに
受給資格取得届瞥を
郵送します。）

14日以内に

転出するとき

14日以内に

14日以内に

なるべく早く認定
の手続きを

外 来
(1回につき）

入院
(lHにつき）

500円

1,000円
(3月診猟分まで）

1,1佃円
(4月診猟分から）

ただし、同一医療機関等ご

とに1カ月4回まで負担

ただし、市民税が非課税世

帯で、老齢福祉年金を受給

している方は1日500円

(減額認定証力泌要です）
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'2月の日曜｡休日当龍
▼
日
時
２
月
６
日
・
喝
日
の
い

ず
れ
も
金
曜
日
午
前
９
時
犯
分
か

ら
ｎ
時
如
分
（
開
始
、
分
前
に
は

受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
き
い
）

▼
内
容
妊
婦
体
操
、
妊
娠
中
の

生
活
・
歯
科
衛
生
・
栄
養
な
ど

こ
れ
か
ら
父
親
・
母
親
に
な
る

方
、
家
族
の
方
も
ぜ
ひ
参
加
を
。

▼
日
時
２
月
加
日
（
金
）
午
後
０

時
輻
分
受
付
、
１
時
か
ら
３
時
犯

分▽
内
容
＊
ビ
デ
オ
「
赤
ち
ゃ
ん
、

こ
の
す
ば
ら
し
き
生
金
＊
産

科
医
の
話
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
の
入
れ
方
（
実
習
）

▼
申
し
込
み
電
話
で
予
約

＝

1健康ガイド保
健
セ
ン
タ
ー
で

診療時間午前9時から午後5時

持参するもの健康保険証と診療費

湖
北
台
１
の
ね
の
垢

（
湖
北
駅
南
口
徒
歩
２
分
）

盆
（
師
）
１
１
３
１

▽
日
時
２
月
３
日
、
ｍ
日
、
”

日
の
い
ず
れ
も
火
曜
日
、
午
前
９

時
暉
分
か
ら
９
時
輻
分
受
付

▼
対
象
平
成
９
年
、
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
内
容
身
体
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん

体
操
、
栄
養
・
育
児
な
ど
の
相
談

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

※
乳
児
健
診
は
、
母
子
健
康
手
帳

の
無
料
券
を
利
用
し
、
医
療
機
関

で
受
け
ま
し
ょ
う
。

▽
持
参
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記

用
具
は
毎
回
、
バ
ス
タ
オ
ル
（
６

且
、
歯
ブ
ラ
シ
危
旦

▼
申
し
込
み
電
話
で
予
約

▽
日
時
２
月
幻
日
（
金
）
午
後
１

Ｉ
Ｉ
Ｉ

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

生
後
３
月
か
ら
卯
月
未
満
の
乳

幼
児
は
、
ポ
リ
オ
投
与
を
２
回
受

け
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
２
月
３
旦
火
）
午
後
１

時
喧
分
か
ら
２
時
喧
分
受
付

▼
対
象
＊
１
回
目
…
平
成
９
年

８
月
以
前
生
ま
れ
＊
２
回
目
：

９
年
ｎ
月
お
日
以
前
に
１
回
目
を

投
与
し
た
方
（
１
回
目
と
２
回
目

の
間
隔
は
６
週
間
以
上
あ
け
る
こ

と
）▽

持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）

※
発
熱
な
ど
心
配
な
と
き
は
、
主

治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時
犯
分
か
ら
２
時
犯
分
受
付

▼
対
象
乳
幼
児
の
栄
養
や
歯
科

医
療
機
関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
・

実
施
医
療
機
関
と
予
防
接
種
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
乳
幼
児
は
予
防

接
種
ノ
ー
ト
〈
出
生
お
よ
び
対
象

と
な
る
転
入
者
（
小
学
校
入
学
前

ま
で
）
に
は
各
翌
月
に
郵
送
〉
を
、

小
・
中
学
生
は
予
防
接
種
の
予
診

票
に
添
付
し
て
あ
る
注
意
書
き
を
、

そ
れ
ぞ
れ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
外
の
小
・
中
学
校
に

通
っ
て
い
る
方
は
、
予
診
票
を
保

健
セ
ン
タ
ー
に
ご
請
求
く
だ
き
い
。

▽
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
、
印
鑑

▼
日
時
２
月
５
日
、
哩
日
い
ず

れ
も
木
曜
日
、
午
前
９
時
巧
分
か

4

▲

分
受
付
▼
日
時
２
月
、
日
、
口
日
、
型

▼
対
象
平
成
６
年
７
月
生
ま
れ
日
の
い
ず
れ
も
火
曜
日
、
午
後
１

’
▼
内
容
歯
科
健
診
、
歯
み
が
き

指
導

ﾛ

》
症
粍
硫 健

遭
遇
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー

つ
い
て
、
簡
単
に
お
話

康
メ
モ
⑬

？

’
▼
日
時
２
月
詣
旦
木
）
午
後
１

時
か
ら
２
時

▼
対
象
整
形
外
科
的
な
心
配
の

あ
る
娼
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
児
童

▼
内
容
整
形
外
科
医
に
よ
る
診

察
、
保
健
婦
に
よ
る
相
談
な
ど

▽
持
参
母
子
健
康
手
帳

マ
日
時
２
月
嘔
日
（
月
）
午
前
畑

原
因
不
明
で
急
に
目
が
充
血
し
、

目
や
に
が
拭
い
て
も
拭
い
て
も
出

て
く
る
急
性
結
膜
炎
の
場
合
は
、

は
や
り
め

ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
流
行
目
と
区
別

す
る
の
が
難
し
い
こ
と
が
あ
り
ま

ユ
柏
保
健
所
か
ら

こ
の
よ
う
な
場
合
は
慌
て
ず
に
、

冷
水
で
き
つ
く
絞
っ
た
タ
オ
ル
で

静
か
に
眼
を
冷
や
す
こ
と
に
よ
り
、

自
然
に
回
復
し
ま
す
。

老
の
皮
を
む
い
て
い
て
、
そ
の
つ

ゆ
が
眼
の
中
に
飛
び
込
ん
だ
た
め
、

慌
て
て
水
で
ご
し
ご
し
こ
す
っ
た

こ
と
で
、
み
る
み
る
う
ち
に
眼
が

水
膨
れ
の
よ
う
に
膨
ら
ん
で
し
ま

っ
た
。

両
者
と
も
刺
激
に
よ
る
一
種
の

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
で
、
角
膜
に
障

害
を
残
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

、

目
と
ア
レ
ル
ギ
ー

件
っ
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
で
、

檸
癖
か
蕊
に
ぶ
つ
ぶ
つ
の
漉
胞
が
で

ろ
ほ
う

き
て
い
る
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
い

る
と
角
膜
に
障
害
を
起
こ
す
こ
と

時
か
ら
午
後
４
時

▽
対
象
首
の
す
わ
り
が
遅
い
、

歩
か
な
い
な
ど
、
発
達
の
遅
れ
が

心
配
な
２
歳
ま
で
の
乳
幼
児

▼
内
容
発
達
心
理
相
談
員
と
保

健
婦
に
よ
る
相
談
・
指
導

▽
申
し
込
み
電
話
で
柏
保
健
所

地
域
指
導
班
へ
（
予
約
勉

▼
日
時
２
月
６
日
、
喝
日
、
加

日
、
幻
日
の
い
ず
れ
も
金
曜
日
、

が
あ
る
の
で
、
す
ぐ
に
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ン
ズ
を
は
ず
し
、
治
療
が
必

要
で
す
。
こ
れ
は
一
種
の
ア
レ
ル

ギ
ー
性
結
膜
炎
で
、
角
膜
に
混
濁

を
残
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
性
体
質
か
否
か

を
確
か
め
、
適
当
な
抗
ア
レ
ル
ギ

ー
治
療
を
す
る
と
割
合
早
く
良
く

な
り
ま
す
。
・

最
近
、
度
々
見
ら
れ
る
の
は
、

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
装
用
中
、
レ

ン
ズ
が
上
の
方
へ
上
が
っ
た
ま
ま

下
り
て
こ
な
く
な
る
、
目
の
か
す

み
、
充
血
、
目
や
に
、
か
ゆ
み
を

柏
市
柏
２
５
５

念
（
碗
）
１
２
５
５

▼
日
時
２
月
２
日
、
零
日
の
い

ず
れ
も
月
曜
日
、
午
後
２
時
か
ら

４
時

▽
対
象
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱

え
た
本
人
、
ま
た
は
そ
の
家
族

▽
内
容
糖
神
保
健
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
（
専
門
医
に
よ
る

相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
）

午
後
２
時
か
ら
４
時
受
付

▽
対
象
精
神
病
、
精
神
神
経
症

な
ど
心
の
病
で
悩
ん
で
い
る
方

▼
内
容
精
神
保
健
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
（
嘱
託
医
に
よ
る

相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
）

起
こ
す
刺
激
を
避
け
る
工
夫
を

し
、
体
調
を
整
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医

師
会
冥
鯛
）
５
５
２
５

一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

の
は
花
粉
症
で
、
３
月
頃
あ
ら

わ
れ
る
杉
花
粉
に
よ
る
ア
レ
ル

ギ
ー
性
結
膜
炎
で
す
。
強
い
か

ゆ
み
、
目
や
に
、
流
涙
、
充
血

等
鼻
水
、
く
し
ゃ
み
と
と
も
に
、

ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
人
が
、
毎

春
の
よ
う
に
悩
む
疾
患
で
す
。

早
期
に
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
を
用

い
て
い
る
と
、
症
状
が
軽
く
経

過
す
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
不
眠
、
疲
労
、
過
労

等
身
体
の
不
調
が
あ
る
と
き
は
、

症
状
が
強
く
現
れ
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
一
般
的
な
こ
と
で
す

が
、
な
る
べ
く
ア
レ
ル
ギ
ー
を

■

母
親
学
級

し
あ
わ
せ
学
級目

1日

8日

11日

15日

22日

病･医院名

我孫 子東邦病院

星野医院

アビコ外科整形外科病院

我孫 子東邦病院

宇治医院

平和台病院

竹内医院

我孫 子 聖 仁会病院

村山医院

電話

82－8166

88－2248

84－7321

82－8166

88－0835

89‐1111

82－5836

88－3111

82－5171

ｓ
力
月
児
相
談

育
児
相
談

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン

（
ポ
リ
オ
）
投
与

冑
ガ
ン
検
診
の
受
診
を

胃
ガ
ン
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
▽
実
施
期
間
３
月
２
旦
月
）
か
ガ
キ
（
１
人
１
枚
・
連
名
不
可
）

ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
ら
画
日
（
火
）
ま
で
（
た
だ
し
、
木
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

▼
対
象
如
歳
以
上
の
市
内
在
耀
・
土
曜
・
日
曜
日
は
除
く
）
性
別
、
寵
話
番
号
を
明
記
し
、

住
者
（
た
だ
し
、
現
在
治
療
中
※
検
査
実
施
日
は
、
男
・
女
で
異
２
月
、
日
（
火
・
必
着
）
ま
で

の
方
、
お
よ
び
医
療
機
関
で
検
な
り
ま
す
に
湖
北
台
１
の
哩
の
妬
保
健
セ

査
済
み
の
方
は
除
く
）
▽
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー
ン
タ
ー
冥
逗
１
１
３
１
ヘ

マ
実
施
内
容
胃
部
レ
ン
ト
ゲ
▼
費
用
無
料
※
受
診
券
は
２
月
末
に
発
送
し

ン
検
査
▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ハ
ま
す
。

夜間に急病のときは

三
歳
ｓ
力
月
児
歯
科
健
診

１
歳
ｅ
力
月
児
健
康
診
査

日
本
脳
炎

第
Ⅲ
期

叫
歳
か
ら
略
歳
圭

予
診
票
を
配
布
）

岬
（
中
学
３
年
生
に

１
回
接
種

第
Ⅱ
期

９
歳
か
ら
鱈
歳
未
満
（
小
学
４
年
生
に

予
診
票
を
配
布
）
．
１
回
接
種

第
１
期

生
後
６
月
か
ら
卯
月
未
満
・
初
回
（
２

回
）
及
び
追
加
１
回
接
種

風
し

ん

生
後
廻
月
か
ら
卯
月
未
満
、
杓

（
中
学
２
年
生
に
予
診
票
を
認

談
ら
胴
歳
末
満

些
。
１
回
接
種

騎
一
噌
吟
蝉
一

皿
歳
か
ら
Ｂ
歳
末
満
（
小
学
６
年
生
に
予
診
票
を

配
布
）
・
第
Ⅱ
期
１
回
接
種

混 三
合 種

、寺

ン

生
後
３
月
か
ら
卯
月
未
満
・
Ｉ
期
初
回
（
３
回
）

及
び
Ｉ
期
追
加
１
回
接
種

※
百
日
せ
き
に
か
か
っ
た
人
は
二
極
混
合
を
接
種

麻
疹
（
は
し
か
）

生
後
哩
月
か
ら
如
月
泰
摘
．
１
回
篭
裡

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

及
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

４
歳
未
満
・
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
の
結
果
、

陰
性
反
応
の
場
合
は
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
１
回
接
種

予
防
接
種
名

対
象
年
齢
・

接
種
回
数

３
歳
児
健
康
診
査

肩
こ
り
・
腰
痛
教
室

乳
幼
児
発
達
相
談

療
育
相
談

献血にご協力を

■
2月は献血推進強調月間

■■■

皆
さ
ん
か
ら
献
血
し
て
い
た
だ
１
時
か
ら
４
時
…
あ
び
こ
シ
ョ

い
た
血
液
は
、
病
気
や
ケ
ガ
で
苦
ツ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
エ
ス
パ
南
口

し
ん
で
い
る
患
者
さ
ん
に
輪
血
さ
玄
関
前
②
２
月
酔
旦
火
）
午

れ
、
命
を
守
る
た
め
に
大
き
な
役
前
９
時
如
分
か
ら
正
午
、
午
後

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
穣
極
的
１
時
か
ら
４
時
…
市
役
所
本
庁

な
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
正
面
玄
関
前

▼
日
時
・
場
所
①
２
月
畔
日
▼
問
い
合
わ
せ
厚
生
課
社
会

（
土
）
午
前
、
時
か
ら
正
午
、
午
後
係
實
芭
１
１
１
１

心
の
健
康
相
談

ア
ル

コ
ー
ル
悩
み
一
一
迄
相
識



－

録 び (4)
◎
市
民
図
書
館

◎
湖
北
台
分
館

ご
潔
議

◎
湖
北
台
分
館
Ⅱ
写
真
Ⅱ

雲
取
山
・
冬

い
し
お
れ

▼
作
品
石
尾
根
、
五
十
人
平
、

富
士
を
望
む
、
雲
取
山
、
雲
取
ヒ

ユ
ツ
ー
プ

ま
す
お

号
▽
作
者
齊
藤
垣
詳
夫
爾
北
宣

髄
◎
布
佐
分
館
Ⅱ
蚕
一
了

穀
一
▼
作
品
木
綿
と
枝
の
カ
ン
ト
リ

1998．2．1

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
楽
し
い

お
話
を
し
ま
す
。

４
歳
か
ら
９
歳
ま
で
の
チ
ビ
ッ

子
集
ま
れ
。

▼
場
所
・
日
程
＊
市
民
会
館
第

４
会
議
室
。
：
２
月
５
日
（
木
）
・
心

日
宋
）

＊
布
佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や
：

２
月
狸
日
宋
）
土
日
韮

＊
湖
北
台
分
館
（
バ
ー
バ
タ
イ
ム
）

：
．
２
月
喝
日
（
金
）

▼
時
間
午
後
４
時
か
ら
４
時
弛

分
（
た
だ
し
、
湖
北
台
分
館
は
４

時
加
分
ま
で
）

壷
（
“
）
１
１
１
０

云
（
飯
）
Ｓ
Ｏ
５
５

云
（
弱
）
１
３
１
１

壷
（
師
）
０
９
０
９

ラ
リ
ー

。

－
オ
ブ
ジ
ェ
３
点

▼
作
者
清
水
美
穂
（
布
佐
平
和

台
）園

展
示
期
間
２
月
廻
日
（
木
）
か

ら
３
月
８
日
（
且

市民図書館本館は、次のとおり

祝日にも開館します。

卜祝日開館日程

2月11日（祝）

ト問い合わせ市民図書館本館

冠(84)1110

そよかぜ号(鱸)2月の日程(壼歪）
曜日|日 |ｽﾃｰｼｮﾝ名｜場所｜~鯛(午後）

|湖北|湖北地区公民館ll:20~l:50
1中峠|中峠亀田谷公園|2:10~2:40
情山台|柴崎台4号公園3:00~4:00
1平和台|布佐南近隣センター2:00~2:40
,|新木野|新木児童公園3:00~4:00
1久寺家|久寺家あけぼの公園2:00~2:45
1つくし野｜東急ショッピングセンター裏3:00~4:00
l白山|三洋電機社宅入口l:30~2:15
1並木｜カクライ家具駐車場2:30~3:00
1台田|台田池尻公園3:20~4:00
1天王台東｜天王台東児童公園’2:00~2:50
1天王台西｜浅野谷3号公園|3:10~4:00
1根戸|根戸近隣センター|2:00~2:40
1つくし野|東急ｼｮｯビﾝグｾﾝﾀー製’3:00~4:00

’

1

蝋’１８
”
如
一
．
●
皇
『
０
。

｜

’

’木|息’ 第
科
回
「
健
康
ま
つ
り
」
が
、

２
月
暉
日
（
日
）
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開

催
き
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
皆
さ
ん
に
健
康
に
対

し
て
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、

一
緒
に
「
健
康
づ
く
り
」
に
つ
い

て
考
え
て
い
く
も
の
で
す
。

金’
６
．
釦

霧
高城順子さん

第
Ⅲ
回
我
孫
子
市
健
康
ま
つ
り

図書館司書(嘱託職員）

を募集します

|≦水 ２
月
過
日
（
日
）
午
前
Ⅲ
時
か
ら
午
後
３
時

狸
・
記木’

’’３
．
７

１
２金

▼
日
時
２
月
四
日
（
木
）
午
後
０

時
加
分
か
ら
４
時

▽
場
所
県
女
性
セ
ン
タ
ー
（
ざ

わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
内
）

わ
た
し
た
ち

マ
テ
ー
マ
女
と
男
は
、
「
個
性
」

を
大
切
に
し
て
、
〃
ひ
と
“
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
た
い

▽
内
容
◎
第
１
部
牢
後
０
時

加
分
か
ら
２
時
犯
遡
訴
嫁
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
女
と
男
の
新
し

い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
求
め
て

～
外
国
と
の
比
較
の
視
黛
か
ら
～
」

《

教
育
委
員
会
で
は
、
嘱
託
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

マ
職
種
・
定
員
司
書
２
名

▽
採
用
期
間
４
月
１
日
か
ら
平

成
皿
年
３
月
訓
日
ま
で

▽
必
要
書
類
①
申
込
響
藪
育

委
員
会
総
務
課
庶
務
係
に
用
意
）

②
写
真
１
枚
（
縦
４
．
５
ｍ
横

３
．
５
聖
上
半
身
無
帽
で
最
近

３
ヶ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
③

査
格
証
明
響
の
写
し
１
枚

▼
申
し
込
み
期
間
２
月
２
日

こ
の
機
会
に
友
だ
ち
、
ご
家
族

連
れ
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
き
い
。

◎
内
科
医
師
に
よ
る
健
康
相
談

▼
時
間
王
副
ｍ
時
か
ら
正
午

◎
歯
科
医
師
に
よ
る
歯
の
健
康
相

談▼
時
間
＊
午
前
の
部
・
・
、
時
か

ら
正
午
＊
午
後
の
部
・
・
・
１
時
か

ら
３
時

◎
薬
剤
師
に
よ
る
薬
の
相
談
：
．

正
し
い
薬
の
飲
み
方
ほ
か

◎
健
康
チ
ェ
ッ
ク
…
栄
養
相
談
・

健
康
体
操
を
は
じ
め
各
種
催
し
．

’ ’CHIBA

国
際
女
性
フ
オ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す

皆
さ
ん
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

◎
第
２
部
（
午
後
２
時
釦
分
か
ら

４
時
）
：
＊
ワ
ー
ク
シ
ヨ
ッ
プ

（
女
性
問
題
に
つ
い
て
、
日
本
と
外

国
の
現
状
を
比
較
す
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
）
ほ
か
＊
千
葉
県
文
化
等

を
い
わ
い

の
紹
介
（
八
千
代
ぴ
な
、
万
祝
半

た
こ

天
、
房
州
う
ち
わ
、
上
総
角
凧
等

の
展
示
）
、
県
物
産
品
の
墜
涯
か

＊
参
加
者
に
よ
る
交
流
パ
ー
テ
ィ

▼
受
講
料
無
料

▼
申
し
込
み
往
復
ハ
ガ
キ
に
イ

（
月
）
か
ら
２
月
６
日
（
金
）
午
前
９

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

▽
申
し
込
み
申
込
醤
に
必
要

事
項
を
明
記
し
、
上
記
期
間
ま

で
に
教
育
委
員
会
総
務
課
庶
務

係
へ
必
要
沓
類
と
と
も
に
、
本

人
が
直
接
提
出
し
て
く
だ
き
い
◎

※
郵
送
は
受
け
付
け
ま
せ
ん

▼
選
考
方
法
レ
ポ
ー
ト
審
査

▽
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会

総
務
課
庶
務
係
壷
（
蓮
１
１
５

１ －
ナ
ー

◎
講
演
会

マ
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー
３
勝

（
大
会
議
室
）た

か
ぎ

▼
講
師
高
城
順
子
（
料
理
研
究

家
）▽

講
演
内
容
元
気
の
出
る
お
い

し
い
話

マ
時
間
午
後
１
時
か
ら
３
時

▼
定
員
１
５
０
名
（
先
潜
順
）

圏
入
場
料
無
料

圏
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

盃
（
師
）
１
１
３
１

’
ベ
ン
ト
名
「
国
際
女
性
フ
ォ
ー
ラ

ム
希
望
」
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
国
籍
を
記
入
の
う
え
、
２
月

、
日
（
火
）
ま
で
に
〒
２
７
７
‐
０
８

８
２
柏
市
柏
の
葉
４
の
３
の
１
ざ

わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
内
県
女

性
セ
ン
タ
ー
へ

※
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
の
申

し
込
み
も
可

▼
問
い
合
わ
せ
千
葉
県
女
性
セ

ン
タ
ー
垂
（
ぬ
）
８
６
０
２
．
フ
ァ
ク

ス
（
細
）
８
６
０
１
へ

▼
日
時
２
月
加
日
（
金
）
午
後
１

時
か
ら
４
時
犯
分

▼
場
所
市
民
会
館

▽
内
容
い
じ
め
、
非
行
、
長
欠

な
ど
教
育
問
題
、
交
友
・
異
性
関

係
、
進
路
問
題
、
生
活
全
般
な
ど

教
育
に
関
す
る
こ
と

▽
対
象
悩
み
を
持
つ
児
童
、
生

今
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
を
通
じ
て

〃
い
じ
め
は
減
少
し
て
い
る
が
、

校
内
暴
力
は
一
段
と
増
加
傾
向
で

家庭児童相談室の

邑利用を

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い

我
孫
子
市
溌
業
協
同
組
合
で
は
、
一
Ⅱ
譲
り
ま
す
Ⅱ

職
員
を
募
集
し
ま
す
。
▼
無
料
で
＊
ブ
ラ
ザ
ー
英
文
タ

マ
資
格
高
校
卒
業
以
上
璽
歳
ま
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
〈
盛
田
雪
翌
８
０

で
の
女
性
の
方
２
６
〉
＊
エ
レ
ク
ト
ー
ン
〈
宮

▼
定
員
若
干
名
雪
型
６
２
８
７
〉

▽
申
し
込
み
２
月
、
日
（
火
）
ま
Ⅱ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ

で
に
直
接
農
業
協
同
組
合
管
理
課
＊
小
型
秘
っ
ん
機
家
庭
菜
園
里

雪
理
３
１
２
１
へ
〈
佐
藤
雪
竪
３
６
０
０
〉

徒
、
学
生
の
保
護
者
お
よ
び
教
職

員▼
相
談
内
容
専
門
の
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
の
個
別
相
談

※
相
談
は
継
続
し
て
受
け
ら
れ

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
２
月
四
日
（
木
）
午
後
５
時
ま

で
に
我
孫
子
市
教
育
研
究
所
冥
逗

４
６
０
０
へ

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
休
日

は
除
き
ま
す

あ
る
〃
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一

ご
く
普
通
の
家
庭
の
子
が
「
む
か
一

つ
く
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
」
と
い
う
一

理
由
だ
け
で
公
共
の
器
物
を
壊
し
一

て
い
る
の
で
す
。
現
代
の
子
育
て
一

は
難
し
い
で
す
ね
。

子
育
て
で
お
困
り
の
時
は
、
ど
一

う
ぞ
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
お
気
軽
一

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
一

料
で
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

※
相
談
は
電
話
で
も
で
き
ま
す
一

▼
相
談
日
時
毎
週
月
耀
か
ら
金
一

曜
日
午
前
、
時
か
ら
正
午
、
午
後
一

１
時
か
ら
４
時

▽
場
所
・
問
い
合
わ
せ
家
庭
児
一

読
緬
談
室
垂
（
篭
）
１
１
１
１
内
線
３
－

５
２

※
た
だ
し
、
祝
日
・
休
日
は
除
き
一

ま
す

繍
繊
蝋
撚
繍
一

曲
辰
唾
励
跡
概
画
貝

を
募
集
し
ま
す

我
孫
子
市

一
命
⑤
③
信
翻
ｅ
⑪
②
⑪

文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切り

は毎月5日（必着)。ハガキで1人1作に限ります。

応募先我孫子市我孫子1858市役所広報広聰課

短歌 俳句
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つ
士
《

車
椅
子
の
夫
に
寄
り
添
ひ
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
の
塔

を
し
ば
し
仰
ぎ
ぬ
小
出
礼
子

灘
黙
需
田
を
吹
け
ば
装
蝿
の
「
は
や
に
え
」

小
林
光
江

す
べ

癒
ゆ
る
術
な
き
妻
を
持
つ
友
た
ん
た
ん
と
悔
ゆ
る
な

き
を
期
し
介
護
す
る
と
ふ
東
海
林
詳
和

…

ち
ぢ
ま
り
し
体
そ
ぞ
ろ
に
連
れ
立
て
る
老
夫
婦
あ
り

と
も羨

し
み
て
見
つ
馬
場
千
鶴
子

群
れ
て
遊
ぶ
鴨
ら
に
朝
の
日
の
き
せ
ば
い
や
美
し
き

青
首
一
つ
三
谷
和
夫

高
空
に
風
は
吹
く
ら
し
丸
き
雲
く
づ
れ
く
づ
れ
て
細

く
流
る
る

新
藤
道
子

「
や
っ
た
ｉ
」
曇
睦
簔
褒
く
藝
蓋
に
わ

う
た

が
短
歌
載
れ
り

織
山
延
枝

四
方
の
山
燃
え
る
が
如
き
竜
神
峡
日
本
一
な
る
吊
橋

を
渡
る

新
堀
孝
女

役
終
へ
し
火
の
見
樺
腫
競
ひ
立
つ
銀
杏
切
ら
る
る
浜

街
道
に

鈴
木
藤
枝

し
め

神
棚
に
飾
り
し
注
連
の
匂
ひ
け
り

ふ
増
』
ろ
で

聞
き
役
に
徹
し
き
っ
た
る
懐
手

仏
や
ひ
こ
た
つ
》
華
の
禽
浄
ひ

肪
舟
炬
燵
抱
え
て
小
商

福
引
に
漬
物
石
の
大
当
り

ひ
と
も

節
分
の
灯
の
美
し
く
点
り
け
り

こ
ぎ
き

ス
ト
ー
ヴ
と
小
酒
を
船
に
初
日
待
つ

ね
ん
し
ゆ
く

頂
に
年
酒
酌
み
合
ふ
山
男

ふ
ん
ぷ
ん

芥
々
た
る
酒
の
匂
い
も
初
渡
船

つ
孝
幸

杖
の
歩
の
夫
を
見
守
る
寒
桜

あ
ん
こ
う

鮫
轆
鍋
幼
な
じ
み
と
囲
み
け
り

ひ
き
ゆ

つ
く
る
ひ
し
足
袋
抽
出
し
に
母
逝
け
り

各
だ
め
え
ほ
う
み
ち

吾
が
運
命
し
か
と
見
す
え
て
恵
方
道

＊
ピ
ア
ノ
用
補
助
ペ
ダ
ル
付
き
足

台
〈
大
野
木
雪
邑
３
５
９
２
〉

▽
取
り
扱
い
品
日
用
雑
堂
等
の

耐
久
消
饗
財
で
す
。
衣
類
、
自
動

車
、
生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課
消

識
指
導
係
雪
鐇
）
１
１
１
１
内
線
３

２
９

海
老
原
千
代
子

谷
口
正
英

豊
島
春
太
楼

倉
田
淑
子

高
橋
喬

関
口
静
江

渋
谷
多
佳
子

小
林
光
江

池
田
み
ど
り

篠
田
ま
き

田
中
栄
太
郎

青
山

陽
子

お
は
な
し
会

、－ ■■E

′ 、

ひ

ろ

Iざ

鰯
例

鰍

市

蕊
民



(5) 第966岩露 び
；＝＝

＝1998.2.1

新
し
い
知
識
や
技
術
を
楽
し
み

な
が
ら
、
新
し
い
友
だ
ち
と
学
習

で
き
る
の
が
「
長
寿
大
学
」
で
す
。

現
在
、
２
０
０
人
余
の
学
級
生

が
「
常
に
明
る
く
楽
し
く
社
会
教

育
に
参
加
す
る
」
こ
と
を
目
標
に
、

地
域
の
歴
史
や
身
近
な
法
律
、
健

康
・
福
祉
な
ど
月
に
２
回
、
熱
心

に
学
習
し
て
い
ま
す
。

－~’
1

長
寿
大
学
祭

綱ﾌｫｰﾗﾑ第1匪態調
／~、

一
年
間
の
成
果
を
発
表
し
ま
す

沼の四季を味わい
〕

沼を愛する暮らし方を探る
、

、

こ
の
大
学
で
学
ぶ
学
級
生
が
、

１
年
間
の
学
習
成
果
や
喝
あ
る
ク

ラ
ブ
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
大

学
祭
を
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、
楽
し
い

発
表
会
や
学
習
の
成
果
を
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
２
月
型
日
（
日
）
午
前
９

時
如
分
か
ら
４
時

▼
場
所
湖
北
地
区
公
民
館

▼
内
容
ホ
ー
ル
：
・
大
正
琴
、
民

謡
、
詩
吟
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
ク

ラ
ブ
、
学
年
、
同
窓
生
の
発
表

第
１
学
習
室
お
よ
び
２
階
廊
下
・
・
・

書
道
、
野
外
散
策
な
ど
の
ク
ラ
ブ
、

学
年
、
同
窓
生
の
展
示
発
表

▼
入
場
料
鉦
料

▼
問
い
合
わ
せ
湖
北
地
区
公
民

館
實
配
）
４
４
３
３

手
賀
沼
浄
化
を
原
点
に
戻
り
考

え
る
第
１
回
手
賀
沼
流
域
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
、
「
沼
の
四
季
を
味
わ
い
、

沼
を
愛
す
る
暮
ら
し
方
を
探
る
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
き
れ
ま
す
。

手
賀
沼
を
囲
む
我
孫
子
市
、
柏

市
、
沼
南
町
の
住
民
、
研
究
者
、

自
治
体
が
一
同
に
集
い
、
研
究
事

例
発
表
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

ご
家
族
、
お
友
達
同
士
で
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
２
月
７
日
（
土
）
午
後
０

時
如
分
開
場
、
１
時
か
ら
４
時

Lノ

佐々木愛さん(朗読）

’

▽
場
所
柏
市
民
文
化
会
館

▼
内
容
第
１
部
…
佐
々
木
愛

（
女
僅
の
朗
読
「
手
賀
沼
の
四

季
」
第
２
部
．
：
研
究
事
例
発

表
会
①
我
孫
子
野
鳥
を
守
る

会
②
県
立
柏
中
央
高
等
学
校

化
学
部
③
吉
澤
敬
太
軍
京

工
芸
大
学
）
第
３
部
．
：
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
暮
ら

し
の
中
に
あ
る
手
賀
沼
」
．

ｉ
デ
ィ
ネ
ー
タ
！
・
・
小
林
節
子

（
県
水
質
保
全
研
究
所
）
パ
ネ

リ
ス
ト
．
：
石
戸
孝
行
（
京
北
ス

ー
パ
ー
相
談
役
）
、
小
笠
原
久
美

子
（
柏
市
み
ず
環
境
プ
ラ
ン
推

進
員
）
、
酒
井
京
子
（
マ
シ
ジ
ミ

と
ガ
シ
ャ
モ
ク
を
復
活
き
せ
る

会
会
員
）
、
首
藤
美
恵
子
気
世

紀
の
森
と
広
場
自
然
観
察
員
）

▽
入
場
料
鉦
料

守
問
い
合
わ
せ
環
境
保
全
課

雲
蓮
１
１
１
１
内
線
５
６
８

親と子のふれあい教室

参加者募集

／■

／
や

一

つ
ど
い
の
家
這
み
室
が
開
所
Ｉ
ェ
あ
び
こ
あ
れ
こ
れ
Ｔ
ｌ
柳
田
國
男
ゆ難

高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
開
放

１
月
８
日
（
木
）
、
つ
ど
い
の
家
土
曜
日
午
前
、
時
か
ら
午
後
４

「
な
み
き
」
（
並
木
８
の
唖
の
８
）
時
ま
で
開
放
き
れ
ま
す
。
約
”

の
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
㎡
の
一
軒
家
で
管
理
運
営
は

つ
ど
い
の
家
は
、
市
が
民
間
住
並
木
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

宅
を
借
り
、
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
「
締
い
の
会
」
が
行
い
、
家
賃
と

の
場
と
し
て
お
お
む
ね
釦
歳
以
上
運
営
費
は
市
が
負
担
し
ま
す
。

会
議
で
は
、
前
回
と
同
様
に

の
方
を
対
象
に
、
毎
週
火
、
木
．
式
典
に
は
、
夘
歳
の
最
高
齢
（
財
百
本
鳥
類
保
護
連
盟
主
描
き
ま
し
た
。
賞
を
も
ら
え
る
我
孫
子
市
・
利
根
町
の
共
催
で

蕊
識
語

課
寅
芭
１
１
１
１

｜
あ
び
こ
あ
れ
こ
胸
岸
ｌ
犀
鶏
弾
腸
司
文
部
大
臣
奨
励
賞
Ｉ
と
陣
び
こ
垂

天
体
望
遠
鏡
を
使
っ
て
、
オ

リ
オ
ン
大
星
雲
や
土
星
な
ど
、

雄
大
に
ひ
ろ
が
る
星
空
を
観
察

し
ま
す
。

親
子
で
神
秘
的
な
夜
を
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
２
月
型
日
（
土
）
午
後

５
時
か
ら
９
時
（
た
だ
し
、
天

候
不
良
の
場
合
は
内
容
を
変
更

し
て
実
施
し
ま
す
）

▽
場
所
教
育
委
員
会

▽
内
容
天
体
望
遠
鏡
に
よ
る

星
座
観
察
、
ス
ラ
イ
ド
な
ど

▼
講
師
田
中
正
一
、
川
畑
賢

也▼
定
員
親
子
釦
組
（
先
着
胆

▼
参
加
費
１
組
５
０
０
円

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ
に
「
冬
の
星
座
観
察
参

加
希
望
」
、
参
加
者
の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明

記
し
、
我
孫
子
１
６
８
４
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
貧
芭
１

１
５
１
へ

■

あ
び 1 」

』
■

↓
」

あ
れ 〃

花
と
緑
あ
ふ
れ
る
街
づ
く
り
〃

を
進
め
る
た
め
に
花
壇
設
計
お
よ

び
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま

す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◎
花
鞠
設
計
コ
ン
ク
ー
ル

▼
設
計
対
象
手
賀
沼
公
園
内
花

壇
（
縦
５
ｍ
、
横
、
聖
で
、
春

か
ら
夏
に
楽
し
め
る
も
の
（
使
用

す
る
草
花
の
種
類
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
応
募
資
格
市
内
在
住
・
在
勤

鶉
需
回
花
臺
計
．
夢
Ｉ
ル

緬
覆
回
花
雪
ン
ク
‐
ル

↓
↑

者
（
専
門
業
者
は
除
く
）

▼
応
募
方
法
草
花
の
種
類
、
色
、

配
置
等
を
図
面
に
書
き
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
の
こ
と

◎
花
塩
コ
ン
ク
ー
ル

▼
対
象
花
壇
平
成
９
年
度
中
に

市
内
で
作
成
し
た
も
の
で
、
総
面

稚
５
㎡
以
上
の
花
壇
ラ
ラ
ワ
ー

ポ
ッ
ト
・
プ
ラ
ン
タ
ー
等
も
可
）

▼
応
募
資
格
市
内
在
住
の
個
人

ま
た
は
団
体
（
専
門
業
者
は
除
く
）

▼
応
募
方
法
模
造
紙
（
Ａ
０
判

程
度
）
に
花
域
や
作
成
状
況
が
わ

か
る
写
真
を
張
り
、
花
の
種
類
や

作
成
の
説
明
文
を
添
付
の
こ
と

囮
応
募
期
間
・
問
い
合
わ
せ
２

月
要
金
）
ま
で
に
我
孫
子
１
８
５

８
公
園
緑
地
課
緑
化
推
進
係
垂

（
芭
１
１
１
１
へ
郵
送
ま
た
は
持

参

あ
び

↓
』

あ
れ 学

校
休
業
日
お
よ
び
終
了
後
、

〈
た
だ
し
、
毎
月
第
２
．
４
土
曜

日
の
午
後
１
時
ま
で
を
除
く
）
小

学
校
の
運
動
場
や
体
育
館
（
下
表

参
照
）
を
利
用
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
新
規
に
利
用
を
希
望
す

る
団
体
は
早
め
に
手
続
き
を
行
っ

市史講演会↓
↑

れ

我孫子の旧石器時代学
校
施
設
の

利
用
に
つ
い
て

我
孫
子
に
初
め
て
人
間
が
暮
ら

し
始
め
た
の
は
、
ま
だ
土
器
が
作

ら
れ
て
い
な
い
旧
石
器
時
代
の
こ

と
で
、
少
な
く
と
も
２
万
年
前
に

は
生
活
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

市
内
で
は
、
そ
の
頃
使
わ
れ
て

い
た
石
器
も
発
掘
き
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
市
史
識
演
会
は
、
旧
石

器
時
代
研
究
の
第
一
人
者
と
先
史

の
我
孫
子
を
探
り
ま
す
。

▽
日
時
２
月
喧
日
（
日
）
午
後
２

て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
申

請
書
（
体
育
課
に
用
意
）
に
必
要

事
項
を
明
記
し
、
２
月
”
旦
火
）

ま
で
に
教
育
委
員
会
体
育
課
壷

孟
）
１
１
５
１
へ
直
接
持
参

※
平
成
９
年
度
利
用
団
体
に
は
申

請
沓
を
送
付
済
み
で
す
。

矛
村
田
．
’

第
哩
回
「
柳
田
國
男
ゆ
か
り

サ
ミ
ッ
ト
」
の
日
程
や
行
事
な

ど
を
協
議
す
る
事
務
局
会
議
が
、

昨
年
の
哩
月
嘘
旦
木
）
に
利
根
町

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
（
写
真
）

会
議
で
は
、
前
回
と
同
様
に

我
孫
子
市
・
利
根
町
の
共
催
で
、

び

一
』 共

催
で
５
月
開
催
を
決
定

U

あ
れ

か
り
サ
ミ
ッ
ト

５
月
型
・
空
日
の
２
日
間
の
日
程

で
「
少
年
が
み
た
、
民
俗
学
め
ば

え
の
地
」
を
テ
ー
マ
に
、
記
念
講

演
・
首
長
会
議
な
ど
を
催
す
こ
と

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

柳
田
サ
ミ
ッ
ト
は
、
民
俗
学
の

父
・
柳
田
國
男
に
ゆ
か
り
の
深
い

全
国
９
市
区
町
村
（
岩
手
県
遠
野

市
、
兵
庫
県
福
崎
町
、
長
野
県
飯

田
市
、
東
京
都
世
田
谷
区
、
沖
縄

県
平
良
市
、
宮
崎
県
椎
葉
村
、
愛

知
県
渥
美
町
、
利
根
町
、
我
孫
子

市
）
が
、
「
柳
田
学
」
の
糖
神
を
学

び
な
が
ら
交
流
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
昭
和
唾
年
遠
野
市
で
第

１
回
を
開
催
以
来
、
毎
年
、
ゆ
か

り
の
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

時
か
ら
４
時

▼
場
所
市
異
壷

▽
講
演
内
容
我
孫
子
の
旧
石

器
時
代

あ
ん
び
る

▽
講
師
安
蒜
政
雄
（
明
治
大

学
教
授
）

▼
定
員
先
着
１
２
０
人

▼
参
加
賢
鉦
料

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会

市
史
編
さ
ん
室
冥
芭
１
１
５

１▼学校施設利用表

一
一

I １
１
１
１
ｑ
ｌ

施設

運動場

体育館

※中学校施設も一部利用することができます

利 用 日

土曜日

学校休業日

平日

土曜日

学校休業日

利用時間

午後1時から5時

午前9時から午後5時

午後5時から9時

午後1時から9時

午前9時から午後9時
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小池来実ちゃん
（白山・1歳2カ月）す

こ
やＪ

１
、

ﾛ

Ｌ
ｕ
■
四
■
■
■
■
１
斗

湖北台野球場を日曜日、祝日に

利用したい野球チームは、所定の

登録用紙で申し込んでください。

修申込期限2月15日(日)まで

似年会費1万円（申し込み時に

持参）

し登録用紙請求・問い合わせ電

話で作間壷(88)4182へ

ト

'．
いち

ーくん

1歳3カ月） 銅

’
11
1

’

’

､

|h

凸 ‘｜

I ’
し日時2月14日(±)午後1時30

分から4時（入場無料）

し場所市民会館
あさぬまたけし

，講師淺湫毅（東京国立博物館

東洋課研究員）

，問い合わせ澤田盃(82)6718

0

'’

■ 圃囲睡邑

’
し練習日時毎週日曜日午前7時

から8時30分（約1時間30分）

し練習場所手賀沼遊歩道往復

し対象市内在住の18歳以上の方

修会費年額2000円

，申し込み・問い合わせ電話で

清水壷(82)1428へ

▼

睡

子 ど も の 療 育 に 閏 す る 講 潭 会

r子どもの発達と感覚綜合」 お弁当の作り方講習会参加者 市役所の郵便番号は、

2月2日から270－1192

に変わります。

＝文書課狂(85）1111＝

湖 北 台 野 球 場 の 日 曜 ・ 祝 日

利用申し込みを受け付けまヨー

我子系子吹奏楽団結成10周年記念

第9回定期ラ寅奏会

我孫子登山倶楽部会員
布ｲ左南地区まちづくり協曽蕊会

冬のイグミントI弓罰=壷いパートⅡ」

楽しく蓮ぽう
( 学校週ら日制閏連 行 琴 ）

…淵

の冒母ラ

詞上を考える市民冨濁座I×

竜呈暴を配布します

第4回在宅介護フェア

新木地区まちづくり協識＝

ザ・文f鐸｢琴･元気・チャレンジ」
戦ｼ笠者等の適族の皆さんグ、

特別弔慰金の請求はS月S1日まで 亘屋金融公庫

｢国の教青ローン」のこ手U用を

千雲県労山力0翌岳人

あ て ア こ 公 開 登 山

ﾃﾚ胸ｻー ビｽ
(日珊当番医・－週間の行事）

函g訓罰訂生きがい探検講座PARTI

ﾃしホソガイド 副(85)5000

ﾌアクスガイド 3(83)6000

1⑧

2月

3火

4水

5木

6金

ワ士

'8⑧

9月

10火

蔭日曜当番医＝テレホンサービス

壷休日鱸噛獺源日=休日救急歯科調漸柿民鈍納旧:側~11:30

底交通事故相談＝交通整備課10:00～15:00
函'6配ごと相談=保健センター9:00～15:00
庵市民会館･市民図書館･鳥の|”館休館
画つつじ荘･西部福祉セソター休館

底法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
画市民図書館休館

唾休日当番医＝テレホンサービス
画休日救急歯科診頂日=休日鶇歯科診療所(市民会鬮内)9:00～11:30
唾市民図書館休館(本館は除く）
函つつじ荘･西部福祉セソター休館

画2月17日・19日分法律相談予約受付日(電話で8:30から）
啄鳥の博物館･市民ﾌ゚ ﾗザ休館

面不動産・住宅相談＝市民相談室10:00～15:00
底アルコール家族教室=保健センター13:30～15:00
画健康相談＝西部福祉センター10:00～11:30

,野市役所閉庁（－部の施設は除く）

震慧鍾雛鍛僻鋪"''”
旧悪

画

面．
■9ｰの画

00

9:00～15:00
(電話で8:30から）
ンター13:30～15
吻館休館
館

ごと相談＝社会福祉協謂会

W職蕊辮識
会館･市民図書鰭･鳥の博
じ荘。西部福祉セソター休

函ﾉ6配
庵2月20
函他域リハ
面市民会億・
画つつじ荘。

第S9回8召零口のう寅歌

歌と足鬮、新春大会

我孫子吟詠会第1回吟友祭

あびこシルクロードサークル講演会

｢:車南アジアの迩跡と美術」

我孫子市美1桁家協会グループ展

「クレマチスアート油彩展」

平成9年度静祇親善卓漱会

沖縄舞踊とアリサ映写会

第S回｢子どもの居場所｣をつくる

ためのチャリティコンサート

日奉心臓'､ミースメーカー友の会

常磐線ブロック勉強会

ジｮギﾝグｸﾗブ走友会会員


